
 

 

重複・多剤投薬者訪問指導等事業における服薬情報の記載項目が医薬品の適正

使用に与える影響に関する研究(2024 年) 
 
１．研究の対象 
 １）岩手県後期高齢者医療広域連合の加入者 

2024 年 5 月の時点で、岩手県後期高齢者医療広域連合の加入者（以下「加入者」）

であり、岩手県後期高齢者医療広域連合が行う「重複・多剤投薬者訪問指導等事業」

で、服用薬剤一覧リスト（服薬情報のお知らせ）が郵送された方 
対象者数は、2012 人です。 

 
具体的には、2024 年 5 月時点で岩手広域の加入者で、2024 年 5 月に医療機関を受診

し、14 日以上の処方があり、下記の条件の 1 から 4 のいずれかを満たす方。かつ、

2024 年 11 月から 2025 年 1 月に医療機関を受診し、14 日以上の処方がある方。 

 

１．6 剤以上の処方があり、処方中に併用禁忌、同一成分、同種同効薬のいずれかを含

む。 

２．15 剤以上の処方で、検査値・傷病名に注意が必要な薬剤、長期服薬により副作用

が起こりやすい薬剤を含む。 

３．利尿剤、アンジオテンシン変換酵素阻害薬（ACEI）もしくはアンジオテンシンⅡ

受容体拮抗薬（ARB）を含むレニン・アンジオテンシン系阻害薬（RASIs）、非ステロ

イド性抗炎症薬（NSAID）の３剤（triple whammy:TW）を含む。 

４．薬剤起因性老年症候群（ふらつき、転倒）をお引きおこす薬剤を含む。 

 
２）薬局薬剤師 

   岩手県後期高齢者医療広域連合が行う「重複・多剤投薬者訪問指導等事業」で、加

入者が服薬情報のお知らせを薬局に持参し、服薬相談についての報告書に回答した岩

手県内の薬局薬剤師。 
対象者数は、300 人です。 

 
２．研究期間 

研究実施許可日～2026 年 3 月 31 日まで 
 
３．研究目的・方法 
 
 研究目的 

超高齢社会を迎えた我が国では、高齢者が多疾患併存状態にあり、多医療機関の受診

や多剤併用が行われ、転倒リスクの増加や有害事象発生率の上昇、服薬意欲の低下、医

療財政面からも医薬品使用の適正化が求められています。ところが、薬局からどのよう

な情報を医療機関へ提供すれば減薬や処方の見直しに繋がるのか明らかになっていませ

ん。 

岩手県後期高齢者医療広域連合は、「重複・多剤投与者訪問指導等業務事業」（以

下、本事業）を行っており、2023 年度の本事業では、加入者に「服薬情報のお知らせ」

等の郵送物を郵送し、薬局への薬の相談を促したところ、薬局へ「服薬情報のお知ら

せ」を持参した加入者が例年の約 30 名程度から約 300 名と約 10 倍に増え、うち 30名

程度がお薬を減らすことに繋げることができました。また、本事業では薬局に対し、

「服薬相談についての報告書」を行い、対象加入者のポリファーマシーに対して減薬・

処方の見直しの希望や薬局での薬剤師の対応内容などを回答していただきました。 

今回は、郵送された服用薬剤一覧リスト（服薬情報のお知らせ）に新たに追加した５



 

 

項目（傷病禁忌、併用禁忌、同一成分、同種同効、長期処方）の減薬に関わる効果を検

証します。また、服薬情報を薬局に持参した加入者の減薬希望の有無に伴い、薬局薬剤

師の対応と減薬に至った事例と５項目の関連性について分析・解析を行います。 

 

 

研究方法 

方法としては、本研究では、岩手県後期高齢者医療広域連合に対し、レセプトデータ

と㈱JMDC が回収した上記の報告書データを、パスワードをかけセキュリティ対策を取

った上で、㈱JMDC から研究者へメールにて送っていただくよう依頼します。受け取っ

たレセプトデータ及び報告書データを集計並びに解析に使用します。 

 

 

４．研究に用いる試料・情報 
 
レセプトデータ 
「服薬情報のお知らせ」が郵送された対象者 

 

それぞれ、・被保険者 ID ・年齢 ・性別・薬剤数 ・処方医療機関情報・薬局情報・医薬

品情報（調剤日・薬剤名称・コード・数量等）・特定健診の検査数値（血清クレアチニ

ン値 ・ eGFR 値・血圧等）・有害事象リスクの該当状況フラグ・有害事象リスクの改善

状況フラグを含む。 

 

報告書データ 
 ㈱ＪＭＤＣから本学へ提供される、薬局からの「服薬相談についての報告書」の回答に

含まれる以下の項目 

 

 1)  通し番号 加入者へ郵送される資料「服薬情報のお知らせ」に記載される通し番号

と関連しない番号 

2)  入力年月日時間、対応日、対応薬剤師名、対応薬局名、薬局の所在する市町村名 

3)  通知書記載項目のうち対応したもの、加入者様の意向、対応内容、対応結果、患者 

宅の訪問について、訪問予定日、通知書への加入者の印象や感想 

 

※ ㈱ＪＭＤＣから本学に提供される情報は、加入者の氏名等の個人が特定される可能   

性のある情報は削除され、加工された状態で提供されますので、加入者皆さまのプラ

イバシーは守られます。 

また、対象者の皆様を識別するためのコード（服薬情報のお知らせに記載されている

通知書通し番号）と個人情報を連結するための情報（表）を作成しますが、その表は

岩手県後期高齢者医療広域連合が業務委託した㈱JMDC にて適切に管理され、本学に

提供されることはありません。 
  一方で対応薬剤師名、対応薬局名、所在市町村名については、同じ加入者さんが複数

回相談した場合に、どこのどの薬局に相談したのか、また薬剤師が薬局を異動して対

応した際の区別や集計作業を行う際に、薬局名および薬剤師名の識別ミスを防ぐため

に、削除せずそのまま扱わせていただきます。薬局名及び薬剤師名の情報を扱うた

め、研究責任者が地域医療薬学分スタッフルーム・教授室 部屋番号 364 内のパスワ

ード付 PC にて厳重に管理し、情報漏洩による不利益が発生しないように最大限留意

します。 

 
 本研究で取得した上記の情報は、研究終了日から 5 年／結果公表日から 3 年 



 

 

（いずれか遅い日）まで保管し、保管期間終了後は適切に廃棄します。また、上記の試

料・情報は、将来別の研究に二次利用する可能性及び他の研究機関に提供する可能性があ

ります。その場合、岩手医科大学ホームページ（実施中の臨床研究に関する情報公開）に

新たに計画・実施される研究に関する情報を公開し、お知らせいたします。 
 
５．外部への試料・情報の提供 
広島文化学園大学 看護学部 看護学科 波多江 崇教授へ統計解析を担当してもらう

ために、数値化した統計データを、パスワードをかけてセキュリティ対策を講じた上で電

子的配信（e-mail）にて行います。 
 
６．研究費および利益相反 
本研究は、臨床薬学講座地域医療薬学分野の講座研究費により実施さます。本研究に関

わる研究者は、利害関係が想定される企業等との経済的な利益関係（利益相反）はありま

せん。 

 
７．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
研究の結果は、学会や薬学関係雑誌等にて公開される予定ですが、その際にも氏名や個人

を特定する情報に関わる情報は使用いたしません。 
 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さん及び薬剤師の方にご了承い

ただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その

場合でも患者さん及び薬剤師の方に不利益が生じることはありません。 
すでに研究が進展していると、解析したデータを破棄できない場合がありますことをご

了解ください。 
 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

〒028-3694 岩手県紫波郡矢巾町医大通一丁目 1 番 1 号 
TEL：019-651-5111（内線 5153） 
岩手医科大学臨床薬学講座地域医療薬学分野 
研究責任者：高橋寛 


